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１．地域の状況と課題
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◆人口構成比及び人口推移

[三重県の人口構成比]

[人口推移]

資料：H2～H22国勢調査
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資料：H22国勢調査
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○三重県の人口は約186万人、その内、鈴鹿亀山地域が約25万人で約14%を占めており、この地域の
人口は近年微増傾向

○沿岸部周辺を中心に人口集中がみられるが、対象エリアでは内陸部にも人口分布が拡大

１－１ 人口

◆人口分布
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[人口メッシュによる人口分布]

資料：人口ﾒｯｼｭﾃﾞ-ﾀ（H22国調）

鈴鹿市亀山市
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◆三重県の道路整備の現状

[道路改良率]

○三重県の道路整備の全国的な位置をみると、県内の改良率は全国３７位、高規格幹線道路の整
備率は全国３５位と低い状態にあり、その整備はまだまだ道半ば

○三重県の財政状況は非常に厳しく、道路整備に関する予算は減少傾向

１－２ 三重県の道路整備の現状
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H23.4現在 [高規格幹線道路の整備率] H25.3現在

◆三重県の道路整備に関する予算の現状

[三重県の道路状況]
[道路整備に関する予算の推移]

三重県の財政状況は、歳入面では、県税収入
等に多くを期待することが困難である一方、歳出
面では、公債費や社会保障関係経費が増加す
るなど、今後さらに一段と厳しくなるものと見込ま
れる

[三重県の財政状況]

平成25年度 第1回三重の財政(H25.5）より

※最終補正額（H25は12月補正額）
H22：「円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策」に基づく補正実施
H24：「日本経済再生に向けた緊急経済対策」に基づく補正実施

単位：億円



○工業製造品出荷額等の地区別構成比では、津市、四日市市、鈴鹿亀山地域は、三重県全体の約
60％を占め、県内全体の産業を支えている

○電子部品や輸送用機械の出荷額で全国上位に位置するなど、全国的にみても、産業をリードする地
域といえる

○電子部品や輸送用機械等を中心に関西等との輸送が当該地域の産業を支えている

鈴鹿亀山地域

24.4千億円
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25.3%

その他三重県

41.0千億円

42.0% 三重県
97.6千億円

◆三重県の工業製造品出荷額等の地区別構成比

出典：工業統計調査
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247 244 

135 
109 97 

75 

0

100

200

300

400

500

600（百億/年）

鈴
鹿
亀
山
地
域

鈴
鹿
市

亀
山
市

1,06
3

出典：Ｈ22工業統計調査

中部圏内で第４位

[中部圏内の製造品出荷額等]

津市、四日市市、鈴鹿亀山地域で約60％を占める
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出典：工業統計調査

◆三重県の工業製造品出荷額等の伸び率
鈴鹿亀山地域が三重県全体の動向に影響
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[電子部品・製造品出荷額]

電子部品出荷額ランキングで

亀山市が全国第１位

[輸送用機械・製造品出荷額]

輸送用機械出荷額ランキングで

鈴鹿市が全国第３位

829

※電子部品には、液晶パネル等が含まれる
※輸送用機械には自動車製造、部品等が含まれる

出典：Ｈ21工業統計調査 5

１－３ 三重県の産業特性 《産業》

◆関西等との輸送
鈴鹿亀山道路の利用が期待される輸送品

関西九州方面 鈴鹿市東部

鈴鹿市西部
･亀山市

四日市港

自動車･電子部品･鋼線･ケーブル等

（大型約８００台/日 三重県ヒアリング６３社結果）

自動車部品･茶・加工食品等

（大型約７００台/日 三重県ヒアリング６３社結果）



○三重県の人口に対する工業製造品出荷額等の割合は４年連続1位（Ｈ２１～２４）であるが、製造業の付加価値率は全
国 ３８位（Ｈ２４）で全国平均より低い

○県内外企業5,000社のアンケート、県内外1,052社の企業訪問による現場の声や県内中小企業の経営者、我が国を代
表する有識者、グローバルな企業経営を行っている経営者の方々などと議論を重ね、三重県が何を成長産業と位置付
け、何で雇用を生み出していくかなど、三重県の特色を生かした「みえ産業振興戦略」（H24.7）を策定した

１－３ 三重県の産業特性 《産業》
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◆三重県産業の概況とみえ産業振興戦略の策定経緯

【2009】 【2010】 【2011】 【2012（速報値）】

1 三重 5,013 1 三重 5,264 1 三重 5,098 1 三重 5,395
2 愛知 4,642 2 愛知 5,156 2 愛知 4,991 2 愛知 5,131
3 滋賀 4,353 3 滋賀 4,659 3 滋賀 4,608 3 滋賀 4,300
4 静岡 3,969 4 山口 4,375 4 山口 4,348 4 山口 4,211
5 栃木 3,828 5 栃木 4,213 5 静岡 3,988 5 静岡 4,060
… … … …

2,080 2,258 2,230 2,174全国 全国 全国 全国

【2009】 【2010】 【2011】 【2012（速報値）】

1 徳島 44.9% 1 徳島 47.5% 1 徳島 47.7% 1 徳島 44.7%
2 青森 39.5% 2 青森 41.4% 2 青森 43.6% 2 東京 39.7%
3 東京 38.2% 3 長野 39.6% 3 長野 42.3% 3 秋田 38.6%
4 京都 37.1% 4 山梨 39.3% 4 山梨 41.8% 4 青森 38.3%
5 長野 36.9% 5 新潟 38.3% 5 東京 41.1% 5 山梨 38.1%

… … … …

42 岡山 25.8% 35 神奈川 30.0% 39 愛媛 29.2% 36 宮城 27.2%
43 愛知 25.5% 36 岩手 29.9% 40 香川 27.9% 37 福岡 26.7%
44 三重 24.7% 37 三重 29.8% 41 三重 27.0% 38 三重 26.6%
45 愛媛 23.7% 38 広島 27.1% 42 岩手 27.0% 39 香川 25.6%
46 大分 22.0% 39 北海道 26.8% 43 千葉 26.7% 40 山口 25.3%

… … … …

30.3% 31.4% 32.1% 30.2%全国 全国 全国 全国

【人口に対する工業製造品出荷額等の都道府県順位(千円)】

工業製造品出荷額等に対する付加価値額の割合
H24 全国38位 三重県（速報値） 26.6%

人口に対する工業製造品出荷額等の割合
H24 全国1位 三重県（速報値） 約540万円

1000社訪問
県職員が県内外の事業者を
訪問し現場の生の声を把握

5000社アンケート
県内外へアンケートを実施し、
課題や経営戦略等を把握

みえ産業振興戦略策定

三重県産業の３つの課題

課題①：製造業の付加価値率の低下
課題②：海外展開の遅れ
課題③：外部連携の遅れ

戦略の４つの特徴
①企業の方々の「肌感覚」に近い、「使える」戦略
②戦略策定と「先行営業」が同時進行する戦略
③世界的な視座にも立った戦略
④職員の意識改革を伴った戦略

（三重県雇用経済部資料より）

三重県が何を成長産業と位置付け、
何で雇用を生み出していくのか

【製造業の付加価値率の都道府県順位(千円)】



・四日市港付近の沿岸の石油化学施設にて、環境・エネルギー関連分野の次世代産業の研究が進められ、
鈴鹿亀山地域・県内外で本格展開に向けた整備が進められている。
・ ＡＭＩＣ等を中心として県内外の産学官が連携し、リチウム二次電池の開発などが進められ、県内企業と京
都・大阪等の企業との取組が進んでいる。

○H24.7に策定した「みえ産業振興戦略」では、バイオ燃料生成や全固体リチウム電池（全固体ポリマーリチウム二次電
池：文部科学省、JST採択事業）に代表される成長産業や先端ものづくり産業など新産業新市場の創出をめざしている

○鈴鹿亀山地域や四日市南部では、関西を中心とする新産業の県内関連企業や（財）三重県産業支援センターの高度部
材ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰなどが産学官一体となって国家プロジェクトの研究拠点として新しい産業展開に役立っている

凡例

１－３ 三重県の産業特性 《産業》
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◆三重県における新たな産業振興戦略と今後の展開

流通経路

次世代型産業
コンビナート

ﾘﾁｳﾑ二次電池
開発関連施設



１－４ 鈴鹿亀山地域の産業ポテンシャル 《産業》

○鈴鹿亀山地域は、中部圏、近畿圏の複数の港湾、空港等の物流拠点との距離が短く、優れた立地
環境を誇り、ネットワークが多重化することにより、今後更に向上する

○最も近傍に位置する四日市港は、近年コンテナ取扱量が増え、成長を続けている

◆広域交通拠点（空港、港）への所要時間
四日市港コンテナ取扱個数推移

平成24年の外貿コンテナの取扱量は、尖閣諸島
を巡る日中関係の悪化や欧州経済の低迷の影響
が懸念される中、過去最高を記録し、他の港湾
よりも高い伸び率（前年度比6.1％増）
＜参考＞他の港湾の外貿コンテナの取扱量の伸び率

東京港 前年比２．２％増
横浜港 前年比２．６％減
大阪港 前年比２．４％減
神戸港 前年比２．１％減
名古屋港 前年比０．８％増
清水港 前年比０．８％増
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H24 香港・ジャカルタ・海峡地航路

及び台湾・香港航路開設

H23 香港・ベトナム・海峡地航路開設

H22 香港・ベトナム・海峡地航路開設

H18 香港・マニラ航路開設

H16 上海航路開設

H11 フィリピン・海峡地航路開設

H9 台湾・香港・タイ航路増設

H8 台湾・香港・海峡地２航路開設

台湾・香港・タイ航路開設

H3 釜山・蔚山航路開設

H14 寧波・上海・渤海湾航路開設

◆四日市港の状況

出典：H22道路交通センサス

鈴鹿亀山と広域拠点の連絡性

出典：四日市港管理組合調べ

関西国際
空港

大阪港
中部国際

空港
名古屋港 四日市港

距離（km） 168.4 146.0 87.3 51.9 12.1

時間（分） 141.1 132.2 86.9 59.1 22.4

平均速度（km/h） 71.6 66.2 60.3 52.7 32.4

近畿圏の空港、港湾まででも、2時間強で到達
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１－５ 鈴鹿亀山地域関連の物流流動 《産業》

○鈴鹿亀山地域は、中部圏、近畿圏、関東等との物流の流動量が大きく、特に近畿の流動量が伸び
ている

◆貨物車流動（H22ｾﾝｻｽ）

単位：100台/日
（ ）はH17からの伸び率を示す

近畿方面合計
52（1.22）

中部方面合計
95（0.96）

◆鈴鹿亀山地域を発着地に持つ物流動態

上位品目
その他の非金属鉱物(62.8%)
その他の石炭製品(11.5%)
石灰石(8.7%)

上位品目
その他の化学工業品(30.9%)
電気機械(20.1%)
自動車部品(17.2%)

上位品目
雑穀・豆(33.7%)
砂利・砂・石材(22.0%)
電気機械(13.3%)

上位品目
製材(61.9%)
その他の金属鉱物(22.1%)
家具・装備品(5.2%)
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１－６ 産業集積地におけるICアクセス 《産業》

立地先選定の条件
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その他

未回答 （n=1,286）

（社）

“交通アクセスの容易さ”が最も
重要な企業誘致の要因

◆企業立地の意向

出典：企業立地（誘致）に関する意向調査（帝国データバンク）2005年10月

◆製造品出荷額と道路整備との関係

出典：H21工業統計調査

◆全国製造品出荷額市町村別順位

上位の市町村は約15分でアクセス可能な高規格道路等が整備されている

順位 市町村名

市街地より約15分でｱｸｾｽ可能な
高規格幹線道路
または地域高規格道路
　※（　　）は計画路線

順位 市町村名

市街地より約15分でｱｸｾｽ可能な
高規格幹線道路
または地域高規格道路
　※（　　）は計画路線

1 豊田市（愛知県） 東海環状自動車道 15 広島市（広島県） 広島高速道路
2 市原市（千葉県） 館山自動車道 16 大分市（大分県） 東九州自動車道
3 大阪市（大阪府） 阪神高速道路 17 太田市（群馬県） 北関東自動車道
4 特別区部（東京都） 首都高速道路 18 福山市（広島市） 山陽自動車道
5 川崎市（神奈川県） 首都高速道路 19 磐田市（静岡県） 東名高速道路
6 倉敷市（岡山県） 山陽自動車道 20 姫路市（兵庫県） 播磨連絡道路
7 横浜市（神奈川県） 首都高速道路 21 宇都宮市（栃木県） 新４号バイパス
8 名古屋市（愛知県） 名古屋高速道路 22 静岡市（静岡県） 東名高速道路
9 神戸市（兵庫県） 阪神高速道路 23 周南市（山口県） 山陽自動車道

10 堺市（大阪府） 阪神高速道路 24 鈴鹿市（三重県） (鈴鹿亀山道路)
11 四日市市（三重県） （四日市ｲﾝﾀｰｱｸｾｽ道路） 25 湖西市（静岡県） 豊橋浜松道路
12 京都市（京都府） 阪神高速道路 26 刈谷市（愛知県） 衣浦豊田道路
13 浜松市（静岡県） 東名高速道路 27 尼崎市（兵庫県） 阪神高速道路
14 北九州市（福岡県） 北九州都市高速道路 28 富士市（静岡県） 東名高速道路

高速ICまで時間が
かかり、出荷額が
少ない

出荷額は多く、
高速ICまで短時
間で行ける

高速ICまで短時
間で行けるが、
出荷額が少ない

出荷額は多いが、
高速ICまで時間が
かかる

ICアクセスの問題大

市町村別製造出荷額等と高速ICアクセス時間の関係（中部地域）

他都市と比べ、出荷額は高いがICまでの所要時間が長い鈴鹿市

110,000

0

10

20

30

40

50

0 10,000 20,000 30,000

製造品出荷額　億円/年

高
速

道
路

ＩＣ
ま

で
の

所
要

時
間

　
分

亀山市

鈴鹿市

○産業集積地にあって、鈴鹿亀山地域は、他都市と比較しても、ICへのアクセス性に問題を有する
（特に鈴鹿市は顕著）

○交通アクセス性の問題は、優れた立地性を発揮できず、企業誘致にとっての障害となりかねない

[算出条件]

・市町村別製造品出荷額（H22工業統計）

・高速道路所要時間：H22民間ﾌﾟﾛ-ﾌﾞﾃﾞ-ﾀ

※各ﾒｯｼｭから高速道路IC（最短距離）の平均 10



○国際的なイベントが開催される鈴鹿サーキットへの高規格幹線道路からのアクセス強化が必要
○北勢や県南にも主要観光地が点在しており、県内周遊交通を促すため所要時間短縮に資する道

路整備が必要である
○県内外からの観光客誘引のための高規格幹線道路からのアクセス強化が必要である

◆県内主要観光地相互の主要時間

◆鈴鹿サーキットイベント開催状況

伊勢神宮

鈴鹿サーキット

順位 観光拠点名 観光客数
最寄ＩＣまでの所要

時間

1 鈴鹿サーキット 2,043,000 39

2 ラグーナ蒲郡 2,989,600 27

3 千代保稲荷神社 2,080,399 26

4 高山地域 2,723,479 23

5 伊勢神宮(内宮) 5,716,128 20

6 ナゴヤドーム 3,939,070 16

7 名古屋港水族館 2,096,477 14

8 ツインアーチ138 2,118,980 10

9 河川環境楽園 3,776,270 10

10 土岐プレミアム・アウトレット 4,310,000 9

◆鈴鹿サーキットの高速アクセスサービスレベル比較

年間イベント件数の推移（H20～H25）

資料：鈴鹿サーキットHP（年間スケジュール）
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82

71
80 77 71
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出典：鈴鹿サーキットHP

月別平均イベント件数（H20～H25）

資料：鈴鹿サーキットHP（年間スケジュール）
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出典：鈴鹿サーキットHP 出典：H22道路交通センサス（H25.11月まで
に開通した道路の整備効果を考慮）

11

１－７ 国際的なイベント対応や県外客誘引のためのアクセス性 《産業》

145分

179分



１－８ 中部圏と近畿圏を結び広域交通流動を支えるネットワーク形成
《広域道路》

○中部圏と近畿圏間は、年間1億6千万人が行き来しており、自動車での流動は1億2千万人で、全流
動の約8割を占める

○新名神高速道路の整備が進み、中部圏と近畿圏を結ぶ広域幹線道路のネットワークが多重化して
きており、北・中勢地域はこれらをつなぐ要衝と位置づけることができ、ここでの道路交通の流れを
円滑にする事が、三重県全体、ひいては中部圏、近畿圏の活性化に寄与する

H25年11月現在

◆ 中部圏と近畿圏の流動と広域幹線道路の整備状況

単位：百万人/年間
（ ）は全流動に対する自動車での移動人数

中部

以東

近畿以西

157（91）

151（92）140（122）

80（61）

80（60）

13（2）

11（1）

出典：全国幹線旅客純流動調査2010年

◆中部圏内外の旅客の流動状況

中部圏と近畿圏をつなぐ道路交通の要衝

12



１－９ 鈴鹿亀山地域付近の広域幹線道路 《広域道路》

亀山西ＪＣＴフルジャンクション化
決定（H24.4）

各都市間と中部国際空港や
名古屋港・四日市港等の主
要な拠点との連結を強化す
る広域幹線道路が完成予定

各方面へ経路選択性が向上

北勢・中勢BP
(→伊勢湾岸）

東
海
環
状
自
動
車
道

（→

東
海
北
陸
自
動
車
道
）

（名神高速道路）

新東名高速道路

新名神高速道路

H27年度

供用予定

H30年度

供用予定

※供用予定は中日本高速道路㈱の資料による

凡　　例

               供用路線

　　　　　　　　 地域高規格道路

　　　　　　　　 　（計画路線）

　　　　　　　　事業中路線

　　　　　　　　未事業化区間

○中部、近畿、北陸といった各方面への広域幹線道路のネットワークが多重化され、経路選択性等
の機能向上が期待される

○新名神高速道路、東海環状自動車道をはじめとして、北・中勢地域では、平成30年代前半頃まで
に、多くの広域幹線道路が整備される

◆中部圏の広域幹線道路のネットワーク ◆北・中勢地域周辺の将来のネットワーク
（平成30年代前半整備予定）

◆北・中勢地域から各方面への経路

13



14

・国道1号 ・国道23号

※H17道路交通センサスによる（新名神高速道路のみ、県交通量配分による作業値）

１－１０ 鈴鹿亀山地域の交通特性 《地域の道路》

○鈴鹿亀山地域の主要な幹線道路を利用する交通は、長トリップの通過交通が多く流入している。
〇新名神高速道路の利用者は大阪北部、滋賀県の発着が多く、名阪国道や国道１号と比べて鈴鹿

亀山地域からの利用率が低い。

・新名神高速道路 ・名阪国道

平均トリップ長：288.6km

◆鈴鹿・亀山地域断面での流動状況

0
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133

474
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（百台）

平均トリップ長：
269.4km

鈴鹿・亀山

関連交通
13%

通過交通

87%

※トリップで集計

鈴鹿・亀山

関連交通

57%

通過交通
43%

※トリップで集計
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（百台）

平均トリップ長：
159.2km

鈴鹿・亀山

関連交通

54%

通過交通
46%

※トリップで集計

0

21

149

211

130

47
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平均トリップ長：
48.0km

0
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48

571
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（百台）

平均トリップ長：
352.8km

鈴鹿・亀山

関連交通
5%

通過交通

95%

※トリップで集計

※断面交通量は 台/日，発生集中量は ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ/日で表示している
※断面交通量は 台/日，発生集中量は ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ/日で表示している

※断面交通量は 台/日，発生集中量は ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ/日で表示している
※断面交通量は 台/日，発生集中量は
ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ/日で表示している



◆鈴鹿亀山地域の渋滞状況

資料）三重県道路交通渋滞対策推進協議会 (H25.1）

鈴鹿エリア

○三重県の高速道路では、東名阪自動道が主要渋滞箇所になっている
○鈴鹿亀山地域には多くの主要渋滞ポイントおよび主要渋滞区間が存在する

鈴鹿市、亀山市内には、
22箇所の主要渋滞ポイントと
3箇所の主要渋滞区間が存在

（高速道路を除く）

亀山PAスマートIC

：主要渋滞ポイント

：主要渋滞区間

：主要渋滞区間（高速道路）

：ＤＩＤ地区

凡 例

１－１１ 渋滞の発生 《地域の道路》

15



○騒音レベルとして環境基準達成状況を満たさず、基準値以上となっている路線・区間が存在する
○地域の環境改善に向け、基準を満たさない路線の交通を分散する対策が必要である

H23環境基準達成状況
95～100％
80～95％
60～80％
0～60％

資料：国立環境研究所HP

◆ 環境基準達成状況（夜間）

１－１２ 環境基準未達成箇所の存在 《地域の道路》

16



○三重県は人口10万人当たりの交通事故死者数では全国ワースト2位（H22)
○鈴鹿亀山地域においては、県内平均61.1件/億台キロを超える路線・区間が多数存在し、特に生活

道路（国道等の幹線を除いた道路）で多くなっている
○事故対策としても安全・安心に資する道路改良が必要である

三重県内の道路種別事故率（H18-H22)

出典：ITARDA（平成18～H22）

※県内平均
61.1件/億台キロ

県内平均水準を超える
路線・区間多数

◆事故発生状況

神戸長沢線

59.2 62.7
69.2

54.7
61.1

45.3 48.0

110.7

73.7
60.6

0

20

40

60

80

100

120

直轄国道 補助国道 主要地方道 一般県道 計

三重県

鈴鹿亀山地域

（件/億台キロ）

◆三重県の交通事故死者数順位

出典：三重県の交通事故の現況

作成中

１－１３ 交通事故の発生 《地域の道路》
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１－１４ 東日本大震災の教訓を活かした災害への備え 《防災》

◆東日本大震災のくしの歯作戦

○東日本大震災では、 くしの歯作戦により迅速な緊急対応が可能となった

出典：社会基本審議会 第13回道路分科会（平成23年5月23日） 18



くしの「歯」（強固な東西軸）が必要

◆沿岸部と内陸部の連結による災害時の全県的な備え

東日本大震災の教訓を踏まえ、国道２３号等の津波浸水による機能不
全を想定する必要がある

○南海トラフ巨大地震等の大規模地震の発生が予測される中、鈴鹿亀山地域周辺はくしの「歯」（強固な
東西軸）が存在しない

○鈴鹿亀山道路完成により、広域防災拠点間の連携が強化される
○国道23号の津波浸水による機能不全を想定し、人命はもとより、沿岸部に点在する企業の継続的な活

動を守ることが重要である

至 三重県広域防災拠点

（伊賀拠点）

出典：平成24年度 中部版 くしの歯作戦

鈴鹿ＩＣ～白子駅 16.1km
車 通常時 約３８分

災害時 約1時間４０分
（時速10km程度を想定）

１－１５ 脆弱な東西幹線道網 《防災》

19



１－１６ 周辺の自然的状況・社会的状況 《環境・土地利用》

20

、

自然的状況：文献等によれば、重要な動植物の生息地などが存在してる状況である

社会的状況：文献等によれば、比較的面積の大きい工場や工業団地、大型商業施設、市役所、学校、
病院、名勝・天然記念物、自然公園、重要な史跡などが広く分布している状況である

※1）集落・市街地等の既存資料：平成22年度国勢調査（総務省）、縮尺1/25,000都市計画図からの読み取り、北勢工場適地概要図、学校名簿、病院台帳
※2）重要な種の生息地等の既存資料：第2回自然環境保全基礎調査（三重県動植物分布図）、三重県自然環境保全調査書 付属Ⅲ（三重県内の貴重な野生動物の生息地）
※3）天然記念物の既存資料：指定文化財一覧表（亀山市）、教育便覧2012≪教育すずか≫
※4）自然公園の既存資料：平成24年版環境白書（三重県）
※5）河川緑地、サイクリングロードの既存資料：第3回自然環境保全基礎調査（自然景観資源調査報告書）、三重県環境便覧（第2版）、鈴鹿市の都市計画（鈴鹿市）、鈴鹿市景観計画
※6）重要な埋蔵文化財の既存資料：亀山市遺跡地図、鈴鹿市内遺跡・文化財分布地図、鈴鹿市考古博物館年報（第5号、平成14年度版）



２．県民等の意見
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２－１ 鈴鹿亀山道路に関連する課題の整理 《県民等の意見》

分野 ご意見等

産業 ・産業の活性化には道路が不可欠、企業誘致に期待<100>
・産業の発展、物流の向上のために整備を望む<100>
・輸送や業務で利用する道路と日常生活で利用する道路の使い分けが必要<ｱﾝｹ>
・ICまでのｱｸｾｽが悪い、時間短縮を望む<ｱﾝｹ、100>
・ICが遠いため、高速道路を利用しないことがある<ﾋｱ>
・沿岸部や鈴鹿市街地、神戸長沢線沿線の企業にICアクセス改善へのニーズが多い<ﾋｱ>
・高規格の道路を望む（複数車線の自専道）< 100>
・伊勢神宮をはじめ、県内各地への観光来訪のニーズは関西圏からも非常に高い<ｱﾝｹ、ﾋｱ>

道

路

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

広域道路 ・多重なネットワークで経路の選択ができることは、産業面（競争力の向上、企業立地促進）、観光面（時間が読め
る、訪問地が増える、広域連携ができる）などの効果が期待できる<ﾋｱ>
・選択性が増えることは、防災（有事対策）にも寄与する<ﾋｱ>
・鈴鹿市、亀山市、及び三重県の発展のために整備を望む<100>
・計画から整備まで時間がかかるのでは<100>
・道路整備を行うことで財政面に悪影響が出ないか不安<100>

地域

の道路

・高速道路からのアクセスの向上を望む<100>
・「交通事故や渋滞など日常生活に不安」の割合が高い<ｱﾝｹ>
・交通の分散により、渋滞の緩和等の効果を期待<100、ｱﾝｹ>
・まっすぐな幹線道路が無い、カーブが多くて走りにくい<100、ｱﾝｹ>
・安全で便利な道路を望む、わかりづらい道路になっている<100、ｱﾝｹ>
・高速道・国道以外の道路整備（自転車道や歩道を含む）が極めて遅れていると感じる<ｱﾝｹ>
・生活交通と産業交通を分けて欲しい<100、ﾋｱ>

防災 ・「台風や津波などの災害時に不安」の割合が最も高い<ｱﾝｹ>
・「救急・救命活動を支える道路」、「緊急車両が早く到達できる道路」を望む声が高い<ｱﾝｹ>
・災害時に孤立化するのを恐れている（以前落橋した経験）<100、ｱﾝｹ>
・災害時の代替道路が必要<ｱﾝｹ>
・海まで（亀山JTから国道23号まで）つながった東西軸を望む<100>
・普段の生活でも、病院へのアクセスに苦労に不便を感じている<100>
・耐久性の高い、複数車線の道路を望む<100>

※ｱﾝｹ：アンケート調査／ﾋｱ：ヒアリング調査 によるもの／100：100人協議会（テーブル討議、ふりかえりシート）
22

意見聴取（アンケート、ヒアリング、１００人協議会（テーブル討議、ふりかえりシート））で得られた県民等
の意見を「産業」、「道路ネットワーク」、「防災」の分野ごとに集類



分野 ご意見等

産
業

物流面 ・四日市JCTや亀山JCT付近、亀山JCTを下りてからの渋滞が頻発している状況で、時間がかかることが問題

であり、定時性の確保が最も重要である。定時性が確保されていないことはコストに跳ね返り、国際競争力、
価格競争力の面からもマイナスである 。

・各々、ここしかないというのではなく、全部つながることによって効果が大きくなる。いちばん使いやすいところ、
あるいは条件がいいところから使えるというメリットが出てくる。競争にもつながるから、ユーザーの方のメリット
にもなるだろう。

・三重には活用できる土地も残っているので、企業立地もまだまだ可能。

観光面 ・新名神などは、関西、特に京都方面に抜ける道としてはいい道で、観光の道でもある。
・長島温泉やナガシマスパーランドなどに行く人は非常に多い。三重県の人が思っている以上に人気がある。

京都からなら新名神であっという間であり、関西のニーズ取り込むのは三重県にとっては大きいと思われる。

・観光客が亀山界隈の街並みでワンストップしてもらえるかもしれない（ストロー効果にならないように、地元が
魅力的な地域づくりをしていく必要性がある）。

・鈴鹿サーキットにアクセスしやすくなれば、海外からの誘客施設として取り上げられることも考えられる。

道

路

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

広域道路 ・中部圏、関西圏等のつながりができれば、例えば関空もセントレアも利用しやすくなるし、名古屋港も四日市港
なども一体になって、例えば北陸の方からもご利用いただけるのではないか。

地域

の道路

・三重県は南北には（新名神や国道１号、23号、北勢バイパスなど）良い道路ができつつあるが、それを横串で
刺す東西の道路が少ない。特に亀山から例えばこの23号までつなぐ一本道がない。

・経路の選択肢が増えれば、詰まっているところも分散できると思われる。企業側は迷惑かけたくないから、大き
な道路があればそっちを必然的に行くものである。今は選択肢がないので、そうせざるを得ない状況である。

・是非、海側の23号まで伸ばしていただいて、南北の串を横から刺していただく形にしてほしい。

防災 ・災害もどこで起こるかわからない状況であり、選択肢が増えることで効果が期待される。
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２－２ 鈴鹿亀山道路に関連する課題の整理 《関係団体の意見》

事業によってもたらされる影響を特に受ける関係団体等から詳細に課題や必要性を把握



60.4

42.0

10.6

9.9

22.7

34.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活環境に悪影響が出ないこと（騒音・大気汚染

等）

自然環境に悪影響が出ないこと（植物・生物

等）

社会環境に悪影響が出ないこと（歴史・文化遺産

等）

まちなみや景観に配慮すること

整備費用を少なくすること

計画したら早く開通すること

その他

○県民全体の意見としては、今後、道路整備を行う場合に気をつけることとして、「生活環境に悪影
響が出ないこと」、「自然環境に悪影響が出ないこと」が高くなっている

〇当該地域の住民や関係者からは、景観や重要な史跡等に配慮をすることが望まれている

問 今後、道路整備を行う場合、気をつけるべきことは何ですか？

２－３ 環境に関する意見 《県民等の意見》
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(n=1599)

・景観を考えて都市づくりをしてほしい
・生活に根差した施設、歴史的な価値がある施設（歴史的な遺産、神社、遺跡、
重要な古墳など）を保全してほしい。
・能褒野王塚古墳周辺については宮内庁管理であり、重要度は非常に高い。
・伊勢国府跡のうち、国指定史跡として指定されている政庁跡などを中心とする
範囲については道路をかけないことを望む。
・並木、歩道、サイクリングコース（を望む）

景観・重要な史跡等に関する意見

※アンケート集計結果、関係機関ヒアリングより

※アンケート集計結果より

生活環境に悪影響がでないこと（騒音、大気汚染等）

自然環境に悪影響がでないこと（植物、生物 等）

社会環境に悪影響がでないこと（歴史、文化遺産 等）

まちなみや景観に配慮すること

整備費用を少なくすること

計画したら早く開通すること

その他

伊勢国府跡能褒野王塚古墳 金生水沼沢植物群落 茶畑
い せ こく ふ あとの ぼ の おう つか こ ふん かなしょう ず しょうたく しょくぶつぐん らく

影響要因

環境要素

施設等の存在及び供用

道路の

存在

自動車の

走行

環境の自然的構成要

素の良好な状態の保持

を旨として調査、予測及

び評価されるべき環境

要素

大気

環境

大気質 ○

騒 音 及

び超低周

波音

○

生物の多様性の確保

及び自然環境の体系的

保全を旨として調査、予

測及び評価されるべき

環境要素

動物 ○

植物 ○

生態系 ○

その他 重要な史跡 ○

環境配慮事項について

※環境影響評価法において重大な影響を受けるおそれがある環境要素について把握



３．圏域・地域の将来像等
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（１）中部圏の将来像

参考

３－１ 圏域の将来像
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（１）三重県の将来像

３－２ 地域の将来像
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（２）三重県のめざすべき姿

「みえ県民力ビジョン」
施策・プロジェクト名

県民の皆さんとめざす姿・プロジェクトの目標

道路網・港湾整備の推進
中部圏と近畿圏を結ぶ高速道路ネットワークが形成されるなど、県民の皆さんの生活や地域の経済活

動を支える道路網や港湾の整備が進み、人と人、地域と地域が力強く結ばれ、県内外、海外との交流・
連携を広げています※。

命と地域を支えるみちづくりプ
ロジェクト

社会基盤である幹線道路等の整備を進めることにより、大規模地震や異常気象による集中豪雨等の自
然災害の脅威に対して地域の安全・安心を支えるとともに、北・中部地域の産業、南部地域の観光など地
域の今ある力を生かした新しい三重づくりが進んでいます。

三重の強みを生かした事業環
境の整備と企業誘致の推進

国際競争力のある産業や成長性のある産業など多様な産業が活発に事業活動を行える環境づくりが
進むとともに、企業や関係機関などのネットワークが広がっていく中で、国内外の企業から県内への投資
が続く強じんで多様な産業集積につながっています。

※滋賀・奈良県境付近における道路整備：国道421号（石榑峠）、国道422号（三田坂BP)、国道169号（土場BP)、県道名張曽爾線 等



（１）四日市港戦略計画（２０１１～２０１４）

３－２ 地域の将来像
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事業の概要(主な取組)
【事業１０１０１ 集荷対策の促進より抜粋】

企業訪問やセミナー等を実施し、四日市港
利用のメリットをPRするとともに、そうした機会

を通じて入手した企業情報等について調査・
分析を行い、ターゲットを絞り込んだ提案型の
セールス活動、三重県・四日市市の企業誘
致・産業施策等と連携したセールス活動、四
日市港の認知度向上のための専門紙への広
告宣伝などを行っていきます。こうした集荷対
策を、港運企業などパートナーとの協働のもと
で展開することにより、県内及び港湾間競争
の激化が予想される滋賀県を中心に既存荷
主の利用拡大と新規荷主の開拓を図っていき
ます。

○ 戦略的なポートセールスの展開

滋賀地区「四日市港説明会」開催状況
（H25.9.26）

＜施策１＞
中部県における国際ゲートウェイとしての役割を果たし、多
くの荷主企業から頼りにされ、信頼され、どんな時でも物流
機能が確実に確保される安全・安心なみなと

＜施策２＞
人々が憩い、楽しむことができ、都市と共に活性化し、住民
を元気にし、住民の暮らしを守っていく頼もしいみなと

＜施策３＞
自然とふれあえ、人と生き物にやさしく、美しく、魅力があり、
地域の環境や地球環境の改善にしっかり取り組んでいる、
地球にやさしいみなと



三重県都市マスタープランＨ17.4より抜粋

都市づくりの基本理念

～奏でるやすらぎ・美しさと響きあいの
交流都市圏づくり～

・都市型アメニティと交流の核となる都市づくり

・自動車・液晶などを核とした産業技術の拠点圏域づ
くり

交通施設

鈴鹿

・国土軸と県土の南北軸の形成

・環境や人にやさしい交通体系の確立

・コミュニティバスなどの交通ｼｽﾃﾑの充実

亀山

・国土軸の形成

・公共交通機関の充実

・道路ネットワークにより、伊勢湾岸の諸都

市との連携を緊密

交通施設

鈴鹿

・交通結節機能の充実

・高速自動車国道とのアクセス向上による広域交流

の促進（鈴鹿亀山道路の事業化に向けた検討）

・環境や人にやさしく、誰もが円滑に移動できる公共

交通網の形成

亀山

・高速自動車国道による広域的道路網の充実

・鈴鹿亀山道路の整備による伊勢湾岸の各都市と

の連携強化

・環境や人にやさしく、誰もが円滑に移動できる公共

交通網の形成

都市計画の決定方針

三重県都市マスタープランＨ24.9(鈴鹿)、H25.5(亀山)より抜粋

都市計画の決定方針

Ｎ

鈴鹿亀山道路
亀山ＪＣＴ

（２）三重県都市マスタープランでの位置付け

３－２ 地域の将来像
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都市計画の理念と目標

・我が国屈指の産業集積と地域の自然環境や歴史・文化
を基盤に経済を牽引、都市環境を創出



鈴鹿市都市マスタープランＨ２０.１０より抜粋

鈴鹿市の将来構造

骨格軸設定の考え方

■大規模プロジェクトのインパクトを都市づくりおよび地域経済圏形成へ誘導
するための 亀山方面との連携強化

■四日市～鈴鹿～津方面の連携の強化
■各都市機能拠点と広域道路・交通結節点（鈴鹿IC，亀山IC方面）との連携
■主要地区の相互連携（環状線の設定）

（３）鈴鹿市都市マスタープランにおける位置付け

鈴鹿市の道路整備は，次のような視点によって，整備･保全･活用を図っていく。
■広域交通体系への対応と活用

・高速交通体系への対応と活用
・広域･地域幹線道路網および市内幹線道路網の整備促進と連携強化

■歩行者･自転車利用環境の整備推進
■地域の個性を活かした整備

・幹線道路における特色のある道づくり
・地域特性を活かした街並みづくり

■防災･地域環境形成に資するゆとりある快適空間の確保
■輸送機能の確保･効率化

都市づくりの基本方針

３－２ 地域の将来像
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亀山市都市マスタープランＨ２２.３より抜粋

将来の都市の構造

交通ネットワーク軸の整備
広域交通網（自動車専用道路、広域幹線道路およびリニア中央新幹線）

（４）亀山市都市マスタープランにおける位置付け

都市整備の方針

◆鈴鹿亀山道路

鈴鹿市や四日市市と亀山市をつなぐ新たな連携軸であるとともに、新
名神高速道路等の自動車専用道路へのアクセス道路となることで、新た
な土地需要を生み出す道路網であることから、整備の促進による広域交
通網のさらなる強化を図ります。

ネットワークの形成

都市機能集約拠点とまとまりある生活空間の形成による暮らしやすい都市の

形成を図るため、道路、公共交通、情報による広域及び隣接する市とのネット

ワーク並びに都市内のネットワークの強化・充実を図ります。なお、道路網に

ついては、新たな骨格の形成を進めるとともに、既存の道路網を充分活かし

たネットワークの形成を図ります。

交通施設整備の方針

・高速道路や鉄道等の広域交通網の強化

・都市軸である亀山白山線・亀山城跡線（旧国道1号）の機能向上と新たな幹

線道路である亀山環状線及び都市計画道路西丸関線の整備

・近隣市との連携強化のための交通網整備

・都市内道路の安全性の向上

・公共交通の利便性向上

・将来の都市の姿と整合した、都市計画道路の見直し

◆ 鈴鹿亀山道路
地域高規格道路の鈴鹿亀山道路は、広域的な連携機能の強化や、本

市及び周辺市の利便性の向上を図るため重要な広域交通網であること
から、早期の道路整備及び市内へのインターチェンジ機能の設置を促進
します。また、インターチェンジ機能設置に伴う周辺道路網の整備につい
ても検討します。

３－２ 地域の将来像
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３－３ 今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ
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３－４ 鈴鹿亀山地域の道路・交通等を取り巻く環境の変化

33

近年、電気をエネルギー源とする電気自動車（ electric 
car ）、ガソリンと電気両方をエネルギー源とするハイブ
リッド（hybrid car ）の研究、普及が進んでいる。これ
らは、ガソリンエネルギーの使用を抑制すること、 CO2や
NOx等の排出を抑制すること、騒音が極めて少ないなど、
ガソリン車が抱える課題に対応できる特徴を持っており、
将来的な自動車による移動を支える手段として期待される。

自動運転自動車（Self-driving car）の開発が進められて
いる。自動運転自動車は、音声による行き先の指示で自動
車自身が道路状況に合わせて安全に目的地へ向かう技術で
あり、不注意による事故の減少、渋滞解消・緩和、環境負
荷の軽減、高齢者や身体の不自由な人の運転支援などに効
果を発揮することが期待されている。

出典：科学技術動向 2013 年1・2 月号

■自動車利用の可能性の拡大

■産業の国際競争力の強化

TPP（環太平洋パートナーシップ協定）に向けた交渉が進
められており、アジア太平洋地域の国々での国境を越えた
経済活動のルール（関税の撤廃、サービス業の自由な活動
を認めるなど）づくりに向けた検討が進められている。
現状では、関税を撤廃することで、日本からの輸出品が外
国で割高にならなくなり、産業の国際競争力が強化される
ことがなど期待されている。

中央新幹線計画ルートリニア新幹線を活かす地域づくり

三重県は、中部圏と近畿圏の結節
点にあり、新名神高速道路など高
速交通基盤の整備が進んでいます。
リニア中央新幹線の整備により、
さらにその基盤が充実し、県域を
越えた広域的な交流・連携がより
一層進み、三重県の産業や観光な
どの発展に大きく寄与します。

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ

出典：TPP交渉への早期参加を求める国民会議ホームページ

○国際情勢の変化や技術開発等で、鈴鹿亀山地域を取り巻く環境は日々変化しており、こうした動向
を踏まえて、今後の地域づくり、基盤整備等のあり方を検討していく必要がある

■リニア中央新幹線の整備

電気自動車、ハイブリッドカーの普及

自動運転自動車の開発



４．政策目標の設定
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地域の現状と課題 県民等の意見 まとめ

産業

・人口に対する工業製造品出荷額の割合で、三重県は４年連続1位
・世界経済の影響を受けやすく、三重県は付加価値率で全国38位
・当該地域は県内全体の産業を支える地域（製造品出荷額等の地区別構成

比で津市、四日市市、鈴鹿亀山地域は、三重県全体の約60％）
・電子部品や輸送用機械の出荷額で全国上位に位置するなど、全国的にみ

ても、産業をリードする地域
・中部圏、近畿圏の複数の港湾、空港等の物流拠点との距離が短い優れた

立地環境
・中部圏、近畿圏、関東等との物流の流動量が大きく、特に近畿の流動量が

伸びている
・他都市と比較しても、ICへのアクセス性に問題を有する

（特に鈴鹿市は顕著）

・産業の活性化には道路が不可
欠、企業誘致に期待

・産業の発展、物流の向上のた
めに整備を望む
・ICまでのｱｸｾｽが悪い、時間短
縮を望む

・高規格の道路を望む（複数車線
の自専道）

・地域産業のポテンシャルを充
分に活かし、日本を牽引する
産業の発展（中部・近畿圏との
物流の円滑化、ICアクセスの
向上等）

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

広域道路

・新名神高速道路、東海環状自動車道をはじめとして、北・中勢地域では、平
成30年代前半頃までに、多くの広域幹線道路が整備予定

・東名阪自動車道が主要渋滞箇所となっている
・北・中勢地域は中部圏と近畿圏を結ぶ広域幹線道路ネットワークの要衝
・中部圏と近畿圏を結ぶ広域幹線道路のネットワーク強化に向けて、広域的

な幹線道路の充実が図られている

・多重なネットワークで経路の選
択ができることは、産業面、観光
面の効果が期待できる

・選択性が増えることは、防災（
有事対策）にも寄与する

・計画から整備まで時間がかかる
のでは
・道路整備を行うことで財政面に
悪影響が出ないか不安

・新名神高速道路、北・中勢バイ
パスなどの道路整備による周
辺幹線道路の渋滞緩和

・中部圏と近畿圏を結び広域交
通流動を支えるネットワークの
形成

地域の
道路

・鈴鹿亀山地域は長トリップの通過交通が多く、新名神高速道路は名阪国道
や国道１号と比べて鈴鹿亀山地域からの利用率が低い。
・渋滞、環境基準未達成、交通事故が発生

・高速道路からのアクセスの向上
を望む

・交通の分散により、渋滞の緩和
等の効果を期待
・安全で便利な道路を望む

・生活交通と産業交通を分けて
欲しい

・広域ネットワーク形成の効果の
享受

（幹線道路の選択性の向上）
・広域幹線道路の充実と併せた

一般道路の環境の向上
・地域の渋滞と自然環境の保全

防災
・鈴鹿亀山地域周辺は強固な東西軸が存在しない
・沿岸部は津波浸水が想定され、国道23号の機能不全の恐れ
・過去の災害で集落孤立化等が発生した地域

・台風や津波などの災害時に不
安を感じる

・災害時の代替道路が必要

・津波浸水域が含まれる沿岸部
幹線道路の代替となる強固な
幹線道路の確保

環境

・自然的状況について、重要な動植物の生息地や名勝・天然記念物、自然公
園などが存在している状況である
・社会的状況について、比較的面積の大きい工場や工業団地、大型商業施
設、市役所、学校、病院、重要な史跡などが広く分布している状況である

・生活に根差した施設、歴史的な
価値がある施設（重要な史跡）
の保全を望む

・生活環境の保全と自然・歴史
環境等への配慮

４－１ 地域の現状と課題及び県民等の意見のまとめ
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４－２ 地域が目指す姿
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◎産業関連：地域産業のポテンシャルを充分に活かし、日本を
牽引する産業の発展

◎道路ネットワーク関連
○広域道路：

・新名神高速道路、北・中勢バイパスなどの道路整備に
よる周辺幹線道路の渋滞緩和

・中部圏と近畿圏を結び広域交通流動を支えるネットワー
クの形成

○地域の道路：
・広域ネットワーク形成の効果の享受（選択性の向上）
・広域幹線道路の充実と併せた一般道路の環境の向上
・地域の事故、渋滞対策と自然等の保全

◎防災関連：津波浸水域が含まれる沿岸部幹線道路の代替と
なる強固な幹線道路の確保

◎環境関連：生活環境の保全と自然・歴史環境等への配慮

地域が目指す姿

◎中部圏の将来像：地域特性を活かした地域力向上／快適で
利便性の高い移動環境・災害時の代替補完機能の構築

◎地域の将来像：わが国屈指の産業集積と地域の自然環境
や歴史・文化を基盤に経済を牽引、都市環境を創出

／命と地域を支える基盤としての幹線道路の整備 等
◎今後の高速道路のあり方：都市間の連携／空港・港湾等の

連携／災害時にも機能するネットワーク
◎道路を取り巻く環境の動向：リニア中央新幹線の整備よる

新たなまちづくりへの期待／TTPによる産業の国際競争力
の強化／技術開発による自動車利用の可能性の拡大（電
気自動車、ハイブリッドカー、自動運転自動車等）

【産業関連】
全国各地との円滑な流通により、鈴鹿亀
山地域の産業が日本を牽引し、産業を中
心に地域も活力にあふれている

【広域連携】
中部と近畿、ひいては全国が連携して国
内外に対する競争力が高まっており、鈴鹿
亀山地域がその要として機能している

【防災関連】
大規模地震時に津波被害が予測される沿
岸部においても、救援物資の運搬等の対
応ができ、また、早期の復旧ができる

【生活・環境関連】
産業集積地である鈴鹿・亀山地域におい
ても、住民等が安全で円滑に移動でき、ま
た、重要な史跡や自然等といった良好な
環境の中で生活できる

圏域・地域の将来像等：キーワード

地域及び道路の現状と課題及び県民等のご意見

◆地域の課題や県民等の意見、圏域・地域の将来像等から地域が目指す姿を設定



地域が目
指す姿

【産業関連】
全国各地との円滑な流通に
より、鈴鹿亀山地域の産業
が日本を牽引し、産業を中
心に地域も活力にあふれて
いる

【広域連携】
中部と近畿、ひいては全国
が連携して国内外に対する
競争力が高まっており、鈴鹿
亀山地域がその要として機
能している

【防災関連】
大規模地震時に津波被害が
予測される沿岸部において
も、救援物資の運搬等の対
応ができ、また、早期の復旧
ができる

【生活・環境関連】
産業集積地である鈴鹿・亀
山地域においても、住民等
が安全で円滑に移動でき、ま
た、重要な史跡や自然等と
いった良好な環境の中で生
活できる

道路に求め
られるもの

インターチェンジへのアクセ
スの強化 など

広域的な幹線道路ネット
ワークの充実 など

強固な緊急輸送道路の確保
など

産業交通と生活交通の役割
分担 など

道路以外に
求められる
もの

事業者の効率的な経営、高
付加価値化 など

多様な主体間の連携強化
など

災害時の支援体制の充実
など

公共交通の利用促進や都市
環境の充実 など

【事業性】
・事業に要する期間が短い
・事業に要する費用が安価
・施工時の影響が小さい

４－３ 解決が必要な課題（地域が目指す姿の実現に向けて）
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◆地域が目指す姿の実現に向けて解決が必要な課題を検討

◆目指す姿に対する成果と地域･行政･利用者の関係イメージ
解決が必要とされる現在あるいは将来の課題についてできるだけ早い段階で住民、関係者と共有し、
道路整備やそれ以外の手法などを総合的に対応する必要がある

成果の規模

行政等

地域

利用者

県･市
(道路整備)

関係者
(道路活用)

住民
(協力)

地域

行政等
国等
(道路整備)

県･市
(道路整備
+周辺整備等)

利用者

企業･関係者
(計画的道路活用
+ＴＤＭ※・公共交通等)

住民
(参加･提案・協力)

ＴＤＭ：道路利用者に時間、経路、交通手段や自動車の
利用法の変更を促し、交通混雑の緩和を図る方法

地域、利用者、行政等が協力することでより成果の規模が大きくなる



全
国
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な
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道
路
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ッ
ト
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ー
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鹿
亀
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の
担
う
機
能
）

約５％

約４割

約５割

・全国の道路ネットワークは、以下により構成されている（国土交通省ＨＰより）
１）国土構造の骨格として、国土全体の経済社会活動を支える全国的な幹線道路ネットワーク〔高速自動車国道、一般国道〕
２）地域社会の生活基盤として地方生活圏内での広域的な活動を可能とする地域的な幹線道路ネットワーク〔都道府県道、幹線市町村道〕
３）居住環境を形成する地域内の一般道路〔区画道路等の一般市町村道〕

・全国的な幹線道路ネットワークは、道路総延長の約５%の延長で、全体の交通量の約４割を分担し、貨物
車の交通の約５割を占める
・鈴鹿亀山道路は、国土全体の経済社会活動を支える全国的な幹線道路ネットワークの一部を担う
機能を期待されている
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４－４ 鈴鹿亀山道路に求められる機能

○道路機能の充実にあたっても、鈴鹿亀山道路（幹線道路）だけでなく、地域の道路の充実など、適切な
機能分担が必要
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～能越自動車道七尾氷見道路（富山県） 平成24年3月開通～

出典：国土交通省道路局ホームページ

〇安全性の高い高規格道路の開通により、並行する氷見市内の国道等での死傷事故が６年間で半減
（81件→39件）

〇大型車等の交通が能越自動車道に転換したことで、国道160号の安全な走行環境が確保された。
〇特に平成24年度の開通区間（氷見北IC～灘浦IC）との並行区間では、約7割減少（7件→2件）。

４－５ 幹線道路整備により期待される効果の例



【広域ネットワーク関連】

選択性のある高速道路等の
幹線道路ネットワークの形成
が重要

【防災関連】

人口・産業の集積する地域を
全国と繋ぐ災害に強い道路
機能の確保が重要

【産業支援関連】

新名神高速道路等への所要
時間の短縮や定時性の確保
と道路機能の分担が重要

地域や道路の状況や課題

圏域の将来像

地域の将来像

１．工業製品出荷額等日本一の産業を支える道路基盤の充実

２．中部・近畿や県内の連携強化のため、選択性のあるネット
ワークの確保

３．災害時にも社会経済活動を持続し地域の持つポテンシャルを
早期復元できる道路機能の強化

既存の道路ストック活用や自動車専用道の整備等の対策案を設定し検討

◆対策案の検討

企業活動を支え災害時にも機能する経済的・効果的な道路ネットワークの早期実現とは

４－６ 政策目標の設定

◆解決が必要な課題と求められる機能から鈴鹿亀山道路が担うべき政策目標を設定

県民等のニーズ、課題認識
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